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DAIGO

（表紙の都合上、写真の一部を加工しております。）

「議会の新たな１ページが始まりました。（令 和４年９月 20日 移 転）」



　

新
議
場
の
紹
介

　

新
庁
舎
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と
共
に
議
場
も
新
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く
な
り
ま
し
た
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政
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新
し
い
議
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ま
し
た
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ま
た
、災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、

避
難
所
と
し
て
も
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用
で
き
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
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傍
聴
席
は
24
席
で
す
。
イ
ス
（
移

動
式
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の
間
隔
を
広
く
し
て
い
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の

で
、
ゆ
っ
く
り
座
る
こ
と
が
で
き
ま

す
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ま
た
、
座
席
が
い
っ
ぱ
い
で
入
れ

な
い
場
合
は
、
議
会
ホ
ー
ル
棟
や
行

政
棟
の
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て
あ
る
モ

ニ
タ
ー
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
「
新
し
い
庁
舎
が
で
き
た
し
議
会

で
も
傍
聴
し
て
み
る
か
」
と
思
っ
て

い
る
人
は
必
見
で
す
！

　

初
め
て
議
会
を
傍
聴
す
る
人
も
、

今
ま
で
傍
聴
し
た
こ
と
が
あ
る
人

も
、
ま
ず
は
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
会
傍
聴
の
ス
ス
メ
！

■
初
め
て
の
議
会
傍
聴

【
受
付
編
】
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①『議会ホール棟』の入口からお入りください。（※行政棟からも入れます。）

・駐車場から見て、一番右側の建物が「議会
　ホール棟」です。
・自動ドアの入口からお入りください。

②検温と手指の消毒をしてください。

・検温・消毒にご協力をお願いします。
・「正常（３７．５度以下）」と判定されたら、
　奥へお進みください。
※受付用紙に体温記入欄がありますので覚え
　ておいてください。

③『傍聴席入口』の扉からお入りください。

・１０メートルくらい進むと右側に傍聴席入
　口がありますので、扉を開けて入ってくだ
　さい。

④受付用紙に記入して箱の中へ入れてください。（※無人です。）

・受付台に用紙がありますので、必要事項を
　記入して箱の中へ入れてください。
・「議事日程」などの資料を取って、好きな
　席にお座りください。
　※ただし「報道席」には座れません。

〔受付の手順〕

⑤席が決まりましたら開会までお待ちください。

・座席は報道関係者分を含めて２４席です。
・入場は受付の早い順になります。事前の申
　込みや予約などは行なっていません。
　※満席の場合は、場外のモニターでご覧く
　　ださい。

※事前予約はありません。
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■初めての議会傍聴【心得編】
　議会を傍聴する際にはいくつかの禁止事項（注意点）がありますので、事前のご確認、ご協
力をお願いします。

　飲酒されている方やペットを連れている方などは入場できません。
　また、上記の禁止事項を守らず議長から「退場」を命じられた場合は、議場内で傍
聴することができなくなりますのでご注意ください。

写真は小生瀬保育所の児童（13人）の皆さんが、
新しい議場を見学した時のものです。

場内で飲食することはできま
せん。

開議中の写真撮影や動画撮
影、録音などはできません。

携帯電話は、電源を切るかマ
ナーモードにしてください。

傘は持込めません。入口の傘
立てをご利用ください。

場内では帽子やコート、ジャ
ンバーを脱いでください。

開議中の大声はもちろん、隣の
人とのおしゃべりも厳禁です。

しーっ！

ぼくたちも わたしたちも
　ルールをまもって　
けんがくできました！
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令和４年　第３回定例会

水郡線に乗ろう帰省割引事業補助金等の補正予算可決！
　令和４年第３回定例会が、８月３１日から９月８日までの９日間の会期で開催されました。令和４

年度大子町一般会計補正予算など町長から提出された議案２０件、報告１件、議員から提出された

議案１件、すべての議案が原案どおり可決されました。

　一般質問では、９名の議員が登壇し、町政全般についての質問が展開されました。

歳　　　　　入 補　正　額
国庫支出金 １億 8058 万 4 千円

町債 1860 万円

繰越金 １億 3272 万 4 千円

歳　　　　　出 補　正　額
役場庁舎等解体工事設計業務委託料 2998 万 6 千円

町営研修センター屋外調理施設設置工事請負費 400 万円

水郡線に乗ろう帰省割引事業補助金 70 万円

大子おやき学校キャンプ場整備工事請負費 423 万 5 千円

地域の特産品を活かした看板商品創出事業補助金 100 万円

バスツアーへ行こう応援事業補助金 1000 万円

公共施設整備基金積立金元金 2 億円

一般会計補正予算の主なもの

令和４年　第３回定例会
補正額 3億3582万5千円の増額
補正後の予算総額
　124億6973万6千円

◆令和４年度大子町介護保険特別会計補正予算（第２号）の補正額は、１７０９万４千円の増額
　で、補正後の予算の総額は、歳入歳出それぞれ２７億２２１３万１千円となります。

◆令和４年度大子町水道事業会計補正予算（第２号）の収益的支出の補正額は、８２万３千円の
　増額で、補正後の予定額は、４億７８５３万７千円となります。

特別会計補正予算
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第３回定例会　提出議案等と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第 71 号 ゼロカーボンシティ宣言について 原案可決

報告第４号 令和３年度大子町一般会計継続費の精算報告について 報告済

議案第 72 号 大子町太陽光発電設備の適正な設置及び管理に関する条例 原案可決

議案第 73 号 大子町立地適正化計画策定委員会設置条例 原案可決

議案第 74 号 大子町役場の位置設定条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 75 号 大子町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改
正する条例 原案可決

議案第 76 号 大子町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 77 号 学習用ノートパソコンの取得について 原案可決

議案第 78 号 大子町教育委員会委員の任命について 原案同意

議案第 79 号 大子町公平委員会委員の選任について 原案同意

議案第 80 号 令和４年度大子町一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 81 号 令和４年度大子町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 82 号 令和４年度大子町水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

委員会報告
第２号 常任委員会審査報告（予算・決算委員会） －

議案第 83 号 令和３年度大子町一般会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第 84 号 令和３年度大子町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第 85 号 令和３年度大子町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第 86 号 令和３年度大子町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第 87 号 令和３年度大子町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
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議案の賛否状況

議案第 88 号 令和３年度大子町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第 89 号 令和３年度大子町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 原案可決
及び認定

議案第 90 号 令和３年度茨城北農業共済事務組合農業共済事業会計決算の認定について 原案認定

委員会報告
第３号 常任委員会審査報告（文教厚生委員会） 原案可決

議員提出議案
第３号 教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書 原案可決

議案第 91 号 令和４年度大子町一般会計補正予算（第４号） 原案可決

　全議案（２１件）のうち、採決に当たり意見が分かれた議案の賛否状況をお知らせします。

大子町教育委員会委員に藤田充史さんを選任
　大子町教育委員会委員の出村尚英さんが、令和４年９月１９日で任期満了となるため、その

後任として藤
ふ じ た

田充
あ つ し

史さんを選任することに同意しました。任期は令和４年９月２０日から令和

８年９月１９日までです。

大子町公平委員会委員に皆吉俊一さんを再任
　大子町公平委員会委員の皆

みなよし

吉俊
しゅんいち

一さんが、令和４年１１月３０日で任期満了となるため、引

き続き同氏を選任することに同意しました。任期は令和４年１２月１日から令和８年１１月

３０日までです。

※○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席、－＝議長（金澤眞人議員）は採決に加わりません。

議案
番号 議　案　名

賛否数 議　　　　　員　　　　　名

賛

成

反

対

飯
村

剛

川
井
正
人

福
田
祥
江

菊
池
富
也

須
藤

明

菊
池
靖
一

中
郡
一
彦

大
森
勝
夫

金
澤
眞
人

齋
藤
忠
一

鈴
木
陸
郎

藤
田
　
稔

野
内
健
一

80号
令和 4年度大子町
一般会計補正予算
（第3号）

10 1 ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ － ○ ○ ○ ○
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あなたから出された請願・陳情等は

※採択された請願・陳情等は、地方自治法第９９条の規定により国会及び関係省庁等に意見書
　を提出しました。

請願・陳情等名 請願・陳情等者 付託委員会 結　果

教職員定数改善と義務教育費国庫
負担制度堅持のための政府予算に
係る意見書採択を求める請願

水戸市笠原町 978-46
茨城教育会館 2Ｆ

茨城県教職員組合
代表　中山幸男　ほか 88名

文教厚生委員会 採　択

大子議会だより No.211　8

令和４年第３回定例会

議場よ、今までありがとう
　昭和 36 年に建設された（旧）庁舎での議会審議は、令和４年第３回定例会の閉会をもって終
了しました。
　建設から今年９月までの 62 年間で、約２５０回の定例会がおこなわれ、臨時会を含めると実に
３００回以上開会されたことになります。
　この長い歴史の幕引きに、定例会の会期中、金澤議長から議場に対して感謝の気持ちが述べ
られました。

旧庁舎での最後の議会を終えた議員と執行部



令和３年度歳入歳出決算の認定について
　令和３年度における予算執行の歳入歳出決算の認定については、予算・決算委員会※に付託
され２日間にわたり審査が行われました。審査の結果、一般会計の主な事業や特別会計・水道
事業会計の決算（町長提出議案 83号から第 89号まで）について原案のとおり認定しました。

一般会計歳入決算
　129億5924万円
　（前年度比：12億159万円減　8.5％ ）
一般会計歳出決算
　114億4423万円
　（前年度比：16億9672万円減　12.9％ ）

　一般会計及び特別会計の決算額は次のとおりです。

令和３年度　一般・特別・水道事業会計決算

　※資本的収入が資本的支出に対し不足する額 1 億 8967 万 1 千円は、当年度分消費税及び地
方消費税資本的収支調整額 1760 万 6 千円、過年度分損益勘定留保資金 2759 万 7 千円及び当年
度分損益勘定留保資金 1 億 979 万 2 千円、建設改良積立金 1255 万円及び減債積立金 2212 万 4
千円で補てんしました。

会　　　計　　　別 歳入決算額 歳出決算額
一　　　　般 129億 5924万 2千円 114億 4423万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 23億 34万 2千円 22億 741万 5千円
後期高齢者医療 2億 7419万 3千円 2億 6433万 8千円
介 護 保 険 26億 6592万 5千円 25億 3760万 8千円
介護サービス事業 1153万 6千円 1153万 6千円
浄化槽整備事業 1億 275万 2千円 1億 275万 1千円

水道事業会計 収益的収支 4億 5840万４千円 4億 3137万 4千円
資本的収支 8831万４千円 2億 7798万 5千円

9　大子議会だより No.211

予算・決算委員会

※予算・決算委員会とは
　 町が令和３年度中におこなったすべての事業に対して、どのように予算が使われたの

かを審査する委員会のことで、今後の事業執行につなげてもらうための重要な役割を
担っています。

　歳入については、主に地方創生臨時交付金や産業廃棄物処理施設災害復旧事業費などの国庫
支出金（国からの補助）が減少しました。また、歳出については、主に災害廃棄物処理業務委
託料やし尿処理施設建設工事費などが減少しました。



予算・決算委員会での主な質疑 （一部を抜粋して掲載しています。）
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予算・決算委員会

◎総務費
問　企業版ふるさと大子応援寄附金の総額とその内訳は？
答　総額 250 万円の寄附が 7 社からあった。（財政課）

問　水郡線利用促進事業の内容は？
答　常陸大子駅にあるSLへのイルミネーション事業で、夕方 5 時から夜の11時半まで点灯した。（まちづくり課）

◎民生費
問　高齢者の見守りサービス事業の利用状況は？
答　サービスを利用して登録した人数は 129 人いて、訪問のみ希望者が 124 名、電話のみ希望者が
　　１名、両方希望した方が 4 名いた。（福祉課）

◎衛生費
問　医療相談アプリサービス事業の概要や利用状況は？
答　遠隔で 24 時間医療相談ができるアプリで、7 歳未満の子どもと保護者、その家族 5 名までが対象
　　となる。令和 3 年度は 79 人が登録し、416 件の利用があった。（健康増進課）

◎農林水産業費
問　地産地消の観点から奥久慈シャモを学校給食として提供したが、子どもたちの反応はどうだった
　　のか。
答　シャモの揚げ煮、シャモカレー、シャモ入りタンメンの 3 種類を提供したが、不評の声は聞いて
　　いないので、子どもたちが好きなメニューであったと思っている。（農林課）

◎商工費
問　しあわせ＋（プラス）商品券の事業実績は？
答　発行実績は 8034万5000円で、商品券 1 万6069 冊分を発行した。換金の実績は 7866万2000円で、
　　換金率は 97.9 パーセントであった。（観光商工課）

◎土木費
問　支障木伐採業務 446万2700円の内容は？
答　令和 3 年度実績は 19 件であった。基本的には、のり面など町の道路敷から生えているものが対
　　象で、民地は対象外だが、枝折れで道を塞いでしまうような緊急時は対応した。（建設課）

◎消防費
問　火の見櫓

やぐら
の撤去工事の件数と今後の予定は？

答　令和 3 年度は 2 件で、今後の撤去対象は 24 個、毎年度 2 件を目安に設置年や状態を考慮しなが
　　ら進めていく。（消防本部）

◎教育費
問　ブリティッシュヒルズ英語研修の効果は？
答　中学 2 年生の希望者 22 名が、グローバル化を見据えた英語教育に取り組む研修として、福島県
　　天栄村にある施設に於いて 1 泊 2 日で実施した。外国人による英語指導やテーブルマナーなどさ
　　まざまな研修が行なわれ、実施後のアンケートでは好意的な意見が多く、有意義な研修であった
　　と認識している。（教育委員会事務局）



令和４年第３回臨時会

　９月２０日に新しい庁 舎へ移転してから、初めての議会（令 和４年第３回臨時会）が９月
２９日に開催され、町長提出議案１件、議員提出議案１件について原案のとおり可決されま
した。

心機一転！新議場で決議！！

第３回臨時会　提出議案と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第 92 号 令和４年度大子町一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議員提出議案
第４号

議員の派遣について 原案可決

・電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業費　　　　１億２８８４万２千円

・茨城県低所得の子育て世帯に対する生活応援特別給付金事業費　　　８７７万８千円

・新型コロナワクチン接種事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　９０万３千円

・防災対応型炊飯センター非常用電源装置工事請負費　　　　　　　　　１２１０万円

一般会計補正予算（歳出）の主なもの
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令和４年第３回臨時会



○飼料・燃料等の高騰に関する要望書提出
　今回の要望書は、世界的なコロナ禍及び政情不安により、畜産農家をはじめ生産農家が、飼料、肥
料及び燃料等の高騰により経営が逼迫している状況にあることから、町の基幹産業である農業を守る
ため、国や県と連携したさらなる支援策を講じるように要望したものです。
　６月に提出した「しあわせ＋（プラス）商品券」の要望書に続いて、今回も開会前に金澤議長と菊池
副議長が議会を代表して高梨町長に要望書を提出しました。

ピックアップ

１　農業の各生産分野の実情に合った、さ
　らなる対策を講じること。

２　生産農家が農業を断念することのない
　よう、町の対策のほか、国、県に働きか
　け、セーフティネット※の充実を図るこ
　と。

※セーフティネットとは、あらかじめ予想さ
れる危険や損害の発生に備えて、被害の回避
や最小限化を図る目的で準備される制度やし
くみのことです。

９月、10月は主に次のような議員活動を行いました。

議員の活動報告します！

９月

10月

・第３回定例議会（開会８月３１日～９月８日閉会）
・飼料・燃料等の高騰に関する要望書提出（議会開会前）
・広報委員会
・予算・決算委員会
・新庁舎開庁視察
・文教厚生委員会自主研修　（コロナの対策状況について）
・第３回臨時会
・国道４６１号整備に関する要望書提出　〔議長〕
・総務経済委員会自主研修　（支障木等の状況について）
・那珂川「森林と水」こだわり交流会　〔須藤林活議連会長〕
・戦没者慰霊平和祈念式
・広報委員会
・行方市議会庁舎建設等調査特別委員会行政視察受入れ
・茨城町議会研修視察受入れ
・議員研修視察（長野県辰野町）
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議員の活動報告します！



あん議
と き
会の質問は今？！

現在の状況について：観光協会に対して、観光ボランティアへの情報提供を文書で依
　　　　　　　　　　　頼しました。

現在の状況について：8月の運行から「奥久慈茶の里公園」前に停留所を増設しました。

　今まで議会で質問してきた事業が、その後どのように行われているか、現在の状況をお知
らせするコーナーです。
　今回は、令和４年 6月第 2回定例会で質問した①「観光ボランティアへの町の事業説明」
と②「奥久慈おでかけ快速バスの停留所の増設」についてです。

①「観光ボランティアへの町の事業説明」
質問：観光ボランティアの方が町の事業について観光客から聞かれても、何
　　　も聞いていないため答えることができないようである。大きな事業に
　　　ついては、事前に事業内容を説明しておくべきではないか。
答弁：観光ボランティア事務局の観光協会に、町の事業の進ちょく状況の説明を
　　　依頼します。

②「奥久慈おでかけ快速バスの停留所の増設」
質問：奥久慈おでかけ快速バスの停留所を増設してはどうか。
答弁：奥久慈茶の里公園の停留所増設を交通事業者と調整中です。
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あん議
と き

会の質問は今？！

観光ボランティアとは
　大子町の優れた歴史・文化・

自然などを観光客に案内、紹介

することを目的としています。

【モデルコース】

１．大子街中ウォーキングコース

２．袋田の滝周辺コース

３．奥久慈大子七福神巡りコース

奥久慈おでかけ快速バスとは
　那須塩原市－大子町間で路線バス
を運行します。
　新幹線を利用すれば東京駅まで片
道約２時間４０分！
　新幹線停車駅の那須塩原駅から常

陸大子駅までワンコイン（500 円）で利用できま
す。8 月からは町内 4 か所の停留
所で乗車することができるように
なりました。詳細は大子町ホーム
ページをご覧ください。
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一般質問とは・・・
　定例会において、議員が町民の代表として、行政全般にわたり町の考え方や施策の進ちょ
く状況、将来における施策方針などの不明な点を聞いて、明らかにすることです。
　また、議員は町長等の答弁を受け、疑問を問い確かめることはもとより、町民の立場に立
った事務事業の改善や施策提言をすることも、議員の重要な権限です。

令和４年 第３回定例会

町政に
ここが聞きたい！これを言いたい！

９名の議員が一般質問！！
質　　問　　内　　容 ページ 質　　問　　者

自主財源含め検討が必要では
水郡線沿線の景観整備の考えは P.15 菊池　靖一　議員

役場跡地の利活用の方向性は
まちなかの内水対策は P.16 福田　祥江　議員

人の流れを引き込む環境整備を
ペットと飼い主が必ず満足して頂ける施設を
丁寧な案内、丁寧な説明対応が必要ではないか

P.17 飯村　　剛　議員

水郡線利用促進への諸案を問う P.18 大森　勝夫　議員

後援はルールに沿って承認を
水郡線のさらなる利用促進の取組は P.19 須藤　　明　議員

国補償となる解体費用決定は
ＦＭだいごの本設に関しての協議は P.20 藤田　　稔　議員

防災道の駅は復興起爆剤となるか
観光やな場、設置の見通しは
水郡線の利用促進を図るべきでは

P.21 齋藤　忠一　議員

水郡線の未来について
ワーケーションの取組の現状は P.22 川井　正人　議員

事業者に対するコロナ支援金が少ないが
町職員の大麻所持による逮捕の責任は P.23 菊池　富也　議員

一般質問目次

おうちで議会を視聴しよう！
　大子町では議会中継を行っていますので、スマートフォンなどを利用して自宅で議会
の様子を見ることができます。定例会や臨時会の様子を生中継するとともに、録画配信
も行っていますので、是非ご利用ください。
※一般質問者ページのＱＲコードから、質問者を検索することもできます。

ホームページから スマートフォンから大子町議会中継 クリック検索検索クリック議会中継



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
菊
池
】
平
成
30
年
の
一
般
質

問
で
、
支
障
木
の
対
策
に
つ
い

て
聞
か
れ
、
民
有
地
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
方
々
に
伐
採
し
て

い
た
だ
い
て
、
機
材
の
燃
料
代

な
ど
報
償
費
に
よ
る
助
成
を
検

討
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
と
答
弁

し
て
い
る
が
、
検
討
さ
れ
た
こ

と
は
。

【
建
設
課
長
】
民
有
地
の
支
障

木
対
応
に
つ
い
て
は
、
助
成
に

当
て
は
ま
ら
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

【
菊
池
】
民
有
地
に
あ
る
危
険

木
や
支
障
木
に
関
し
て
建
設
課

と
し
て
新
た
な
考
え
は
。

【
建
設
課
長
】
県
の
補
助
制
度

は
な
い
の
で
、
町
が
独
自
に
費

用
を
助
成
す
る
の
は
難
し
い
と

判
断
し
て
い
る
。

【
菊
池
】
危
険
木
の
伐
採
は
高

所
作
業
者
や
木
に
登
っ
て
の
作

業
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ク
レ
ー

ン
を
使
用
す
る
な
ど
多
額
の
費

用
が
か
か
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

伐
採
し
た
く
て
も
出
来
な
い
現

状
も
あ
る
。
森
林
環
境
譲
与
税

を
使
っ
て
、
対
策
が
取
れ
な
い

か
。

【
農
林
課
長
】
森
林
環
境
譲
与

税
は
、
一
定
の
面
的
な
森
林
整

備
に
つ
な
が
る
事
業
に
活
用
し

て
い
る
。
単
に
危
険
木
や
支
障

木
の
み
を
伐
採
す
る
場
合
は
、

そ
の
所
有
者
等
の
責
任
に
お
い

て
対
応
し
て
い
た
だ
く
も
の
と

考
え
て
お
り
、
森
林
環
境
譲
与

税
の
活
用
は
考
え
て
い
な
い
。

【
菊
池
】
森
林
環
境
譲
与
税
の

使
途
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
見
る
と
危
険
木
の
伐
採
に

活
用
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

北
海
道
福
島
町
や
長
野
県
諏
訪

市
で
は
、
30
万
円
〜
50
万
円
の

補
助
を
し
て
、
民
有
林
の
危
険

木
伐
採
を
行
っ
て
い
る
。
自
然

災
害
が
多
い
中
で
被
害
が
起
こ

っ
て
か
ら
の
対
策
で
は
遅
い
。

住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
自
主
財
源
を
含
め
て
検

討
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
民
有
地
の
財
産
な
の

で
危
険
木
と
し
て
の
定
義
づ
け

や
、
不
平
等
が
生
じ
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

十
分
に
検
討
す
る
時
間
を
い
た

だ
き
町
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら

研
究
し
て
い
き
た
い
。

【
菊
池
】
水
郡
線
利
用
促
進
策

と
し
て
、
車
窓
か
ら
久
慈
川
を

見
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
、

景
観
整
備
や
花
木
の
植
栽
な
ど

譲
与
税
を
使
っ
て
で
き
な
い
か
。

【
農
林
課
長
】
水
郡
線
沿
線
の

景
観
整
備
に
資
す
る
森
林
整
備

に
関
し
て
は
、
税
の
活
用
は
可

能
で
あ
る
が
、
森
林
整
備
に
あ

た
ら
な
い
河
川
敷
に
お
け
る
支

障
木
の
伐
採
及
び
植
栽
等
に
つ

い
て
は
、
活
用
対
象
に
な
ら
な

い
。
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自
主
財
源
含
め
検
討
が
必
要
で
は

町
民
の
声
聞
い
て
研
究
す
る
時
間
必
要

菊池靖一 議員

答 問

一般質問

水
郡
線
沿
線
の
景

観
整
備
の
考
え
は

道路に被さる樹木



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
福
田
】
新
庁
舎
に
役
場
機
能

が
移
転
し
た
後
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
は
「
ま
ち
な
か
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
検
討
さ
れ
、
さ
ら
に
令

和
３
年
６
月
に
は
道
の
駅
奥
久

慈
だ
い
ご
が
全
国
で
39
カ
所
の

防
災
道
の
駅
に
選
定
さ
れ
た
。

庁
舎
移
転
を
し
、
状
況
が
変
わ

っ
て
い
く
中
で
駐
車
場
の
狭
い

現
在
の
観
光
物
産
館
の
中
に
あ

る
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

庁
舎
跡
地
に
移
転
す
る
考
え
は

な
い
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
今
後
、
町

に
お
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
開
催
し
な
が
ら
観
光
交
流

施
設
の
基
本
構
想
を
策
定
す
る

が
、
既
存
の
道
の
駅
は
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
以
降
の
物
品
販
売
の

売
り
上
げ
が
好
調
で
あ
り
、
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
移
転

す
る
こ
と
で
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
、
既
存
の
道
の
駅
の
売

り
場
面
積
の
拡
大
な
ど
を
検
討

し
た
い
。

【
福
田
】
大
子
町
に

は
子
ど
も
の
遊
び
場

が
不
足
し
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
。
夏
は

暑
く
、
冬
は
寒
い
当

町
に
お
い
て
全
天
候

型
の
遊
び
場
が
あ
る

と
良
い
と
思
う
が
。

【
観
光
商
工
課
長
】

近
年
の
公
共
施
設
に

は
、
気
候
条
件
に
影

響
さ
れ
な
い
遊
び
場

を
提
供
し
て
い
る
施

設
が
増
え
て
い
る
。

今
後
、
観
光
交
流
施

設
整
備
の
た
め
の
基
本
構
想
に

お
い
て
調
査
研
究
し
た
上
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

【
福
田
】
西
側
に
は
イ
ベ
ン
ト

広
場
、
交
流
広
場
が
計
画
さ
れ

て
い
る
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に

な
る
の
か
。

【
建
設
課
長
】
中
心
市
街
地
の

排
水
施
設
と
共
に
、
町
民
と
観

光
客
が
交
流
で
き
る
公
園

や
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
整
備

を
計
画
し
て
い
る
。

【
福
田
】
資
料
を
見
る
と
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
施
設
も

検
討
さ
れ
て
い
る
が
。

【
建
設
課
長
】
限
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
た
め
、

何
を
整
備
で
き
る
の
か
関

係
機
関
と
協
議
を
し
て
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

【
福
田
】
役
場
跡
地
に
は
中
心

市
街
地
の
内
水
が
集
中
す
る
構

造
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
改
善

が
行
わ
れ
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
令
和
元
年
度
東

日
本
台
風
時
の
雨
量
、
県
内
市

町
村
の
下
水
道
対
策
を
参
考
に

中
心
市
街
地
の
町
堀
、
側
溝
の

断
面
、
勾
配
、
表
面
の
水
の
流

れ
を
調
査
。
内
水
量
の
全
容
把

握
を
し
、
令
和
２
年
度
に
中
心

市
街
地
の
排
水
処
理
対
策
事
業

の
全
体
計
画
を
策
定
し
た
。
内

水
対
策
と
し
て
は
、
排
水
施
設

の
能
力
強
化
、
水
路
の
改
修
を

行
う
。
今
年
度
は
基
本
設
計
に

着
手
し
て
お
り
、
来
年
度
に
詳

細
設
計
、
令
和
６
年
度
以
降
、

整
備
工
事
の
予
定
で
あ
る
。

【
福
田
】
建
設
課
が
回
遊
散
策

路
関
係
で
測
量
に
入
る
場
所
も

町
堀
に
関
わ
っ
て
く
る
。
各
課

が
連
携
を
し
て
効
率
的
に
進
め

て
欲
し
い
と
希
望
す
る
が
。

【
総
務
課
長
】
県
主
体
の
防
災

道
の
駅
な
ど
と
の
整
合
性
を
合

わ
せ
な
が
ら
役
場
が
一
丸
と
な

っ
て
進
め
て
い
く
。
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役
場
跡
地
の
利
活
用
の
方
向
性
は

防
災
道
の
駅
、
観
光
交
流
施
設
な
ど
を
検
討
し
て
い
く

福田祥江 議員

一般質問

答 問

ま
ち
な
か
の
内
水

対
策
は

62年の役割を終えた旧庁舎

跡地の有効利用を願う



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
飯
村
】
新
庁
舎
へ
の
公
共
交

通
機
関
の
ア
ク
セ
ス
は
ど
の
よ

う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
路
線
バ

ス
で
は
常
陸
大
子
駅
か
ら
平
日

往
復
10
便
の
ダ
イ
ヤ
を
予
定
し

て
い
る
。
み
ど
り
号
は
町
内
全

て
の
コ
ー
ス
で
対
応
、
Ａ
Ｉ
タ

ク
シ
ー
は
乗
降
場
所
と
し
て
増

設
し
、
新
庁
舎
内
に
帰
り
の
予

約
が
可
能
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。

【
飯
村
】
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
役
場

跡
地
と
道
の
駅
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
観
光
交
流

施
設
の
基
本
構
想
を
策
定
す
る

上
で
、
関
係
者
を
交
え
意
見
等

を
踏
ま
え
つ
つ
、
役
割
分
担
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
そ
の

上
で
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
づ

く
り
に
繋
が
る
導
線
づ
く
り
の

イ
メ
ー
ジ
を
考
え
て
い
る
。

【
飯
村
】
役
場
跡
地
の
整
備
等

に
つ
い
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

【
町
長
】
基
本
計
画
の
中
で
関

係
す
る
各
課
が
足
並
み
を
揃

え
、
連
携
を
取
り
な
が
ら
町
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
進

め
て
い
く
。

【
飯
村
】
道
の
駅
か
ら
ま
ち
な

か
へ
、
人
の
流
れ
を
ど
の
よ
う

に
つ
く
っ
て
い
く
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
常
陸
大

子
駅
前
の
交
流
拠
点
施
設
の
整

備
に
向
け
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
た
。
意
見
等
を
基
に

１
階
フ
ロ
ア
に
カ
フ
ェ
や
軽
食

を
販
売
す
る
ス
ペ
ー
ス
、
２
階

フ
ロ
ア
は
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
３

階
は
学
生
向
け
の
ス
ペ
ー
ス
を

案
と
し
て
提
示
し
た
。
今
後
、

新
し
い
拠
点
と
既
存
の
店
舗
等

と
の
連
携
を
図
り
、
人
が
回
遊

で
き
る
よ
う
な
取
組
を
進
め
る
。

【
飯
村
】
ペ
ッ
ト
と
も
楽
し
め

る
「
ド
ッ
ク
ラ
ン
」
等
を
採
用

し
て
自
然
豊
か
な
大
子
町
の
魅

力
向
上
を
図
っ
て
は
い
か
が

か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
観
光
施
設

に
お
い
て
ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ

体
制
の
整
備
は
必
要
性
を
認
識

し
て
い
る
。
今
後
整
備
の
可
能

性
も
含
め
て
最
適
な
施
設
配
置

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

【
飯
村
】
大
子
町
ア
ウ
ト
ド
ア

イ
メ
ー
ジ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

で
「
全
方
位
、
ア
ウ
ト
ド
ア
。

自
然
基
地
大
子
町
」
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
豊
か
な

自
然
環
境
の
中
で
行
う
キ
ャ
ン

プ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど

大
子
町
を
ア
ウ
ト
ド

ア
の
活
動
基
地
と
し

て
イ
メ
ー
ジ
し
た
も

の
。

【
飯
村
】
こ
れ
ま
で

の
事
業
内
容
に
つ
い

て
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
イ
メ
ー

ジ
の
定
着
を
図
る
た
め
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
動
画
を
作
成
し
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
公
開
、

新
聞
、
ポ
ス
タ
ー
を
使
用
し
た

情
報
発
信
を
行
っ
た
。
今
後
は

Ｐ
Ｒ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
開
設
を

予
定
し
て
い
る
。

【
飯
村
】
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
の
各
駅
、
指
定
の

駐
車
場
か
ら
メ
イ
ン
ル
ー
ト
ま

で
の
ア
ク
セ
ス
で
分
か
り
や
す

い
案
内
を
工
夫
し
て
み
て
は
い

か
が
か
。
ま
た
、
安
全
性
を
配

慮
し
た
コ
ー
ス
づ
く
り
は
更
に

検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
路
盤
に
着

色
を
入
れ
た
導
線
の
案
内
な
ど

提
案
を
し
て
い
く
。
危
険
個
所

へ
の
対
応
も
し
て
い
く
。
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人
の
流
れ
を
引
き
込
む
環
境
整
備
を

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い

飯村　剛 議員

一般質問

問答

丁
寧
な
案
内
、
丁
寧
な
対

応
が
必
要
で
は
な
い
か

大子町アウトドアをイメージした
キャッチコピー

町民ワークショップを開催し、街中のにぎ
わい創出について取組を行っている

ペ
ッ
ト
と
飼
い
主
が
必
ず

満
足
し
て
頂
け
る
施
設
を



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
大
森
】
国
土
交
通
省
の
有
識
者

会
議
で
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す

る
鉄
道
路
線
は
、
廃
線
も
含
め
た

運
行
見
直
し
を
す
る
旨
の
報
道
が

流
れ
、
水
郡
線
存
続
の
危
機
感
が

高
ま
っ
た
。
住
民
利
用
の
促
進
が

重
要
だ
が
、
町
と
し
て
取
り
組
め

る
対
策
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
台
風
被
害
の
鉄
橋
再

建
に
多
額
を
出
費
し
、
工
期
短

縮
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
Ｊ
Ｒ

と
交
渉
し
て
き
た
中
で
、
水
郡

線
が
廃
線
の
対
象
で
な
い
こ
と

を
聞
い
て
い
る
。
基
準
と
さ
れ

た
客
数
は
不
通
だ
っ
た
時
期
な

の
で
、
通
常
は
も
う
少
し
良
好

で
あ
る
。
し
か
し
、
更
な
る
利

用
促
進
の
た
め
、
県
知
事
や
沿

線
の
首
長
と
話
し
合
い
を
進
め

る
予
定
で
あ
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
職
員
の

利
用
促
進
の
た
め
、
通
勤
や
出

張
時
、
休
日
な
ど
利
用
の
目
標

値
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
民
間

の
利
用
意
識
を
高
め
る
た
め
、

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
民
間
企

業
に
掲
示
の
依
頼
を
し
た
い
。

【
大
森
】
利
用
客
に
と
っ
て
、

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
が
使
用
で
き
な
い

環
境
は
マ
イ
ナ
ス
が
大
き
い
。

水
郡
線
へ
の
設
備
投
資
は
難
し

い
情
勢
だ
ろ
う
が
、
導
入
に
向

け
た
働
き
か
け
が
出
来
な
い
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
無
人
駅

の
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
設
置
に
つ
い

て
、
町
長
か
ら
県
知
事
に
要
望

を
伝
え
て
い
る
。
車
掌
が
持
つ

ハ
ン
デ
ィ
型
の
端
末
の
導
入
な

ど
、
様
々
な
可
能
性
を
検
討
し

な
が
ら
、
努
力
と
要
望
を
続
け

て
い
る
。

【
大
森
】
水
郡
線
は
切
符
の
使

用
率
が
高
い
。
乗
り
降
り
自
由

の
観
光
切
符
「
と
き
わ
路
パ
ス
」

は
降
車
後
も
所
持
す
る
の
で
、

水
郡
線
の
利
用
証
明
に
応
用
で

き
る
。
飲
食
店
の
割
引
な
ど
、

民
間
と
連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
類
似
す

る
取
り
組
み
が
過
去
に
あ
っ
た

が
、
利
用
促
進
に
は
至
ら
な
か

え
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

水
郡
線
活
性
化
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
導
入
も
検
討
し
て

い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
の
車
内
販
売
は

コ
ロ
ナ
感
染
の
リ
ス
ク
か
ら
実

施
を
控
え
て
い
る
。

【
大
森
】
鉄
道
の
乗
車
が
好
き

な
乗
り
鉄
向
け
に
、
鉄
道
の
御

朱
印
で
あ
る
鉄
印
を
導
入
し
、

乗
客
数
の
増
加
を
図
れ
な
い
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
鉄
印
は

商
標
登
録
さ
れ
て
お
り
、
安
易

な
使
用
は
で
き
な
い
が
、
類
似

の
企
画
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
大
森
】
無
人
駅
で
も
跨
線
橋
が

無
け
れ
ば
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

の
降
車
は
安
全
で
あ
る
。
袋
田

駅
で
降
車
が
で
き
れ
ば
利
用
者

増
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
水
郡
線

利
用
促
進
協
議
会
を
通
し
て
、

Ｊ
Ｒ
側
に
乗
降
駅
の
増
設
を
要

望
し
て
い
る
。

【
大
森
】
常
陸
大
子
駅
の
発
車
メ

ロ
デ
ィ
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
し
て
、

話
題
性
を
高
め
て
は
ど
う
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
現
在
Ｊ

Ｒ
で
は
受
け
付
け
て
い
な
い

が
、
利
用
促
進
の
ア
イ
デ
ア
と

し
て
提
案
し
て
い
き
た
い
。

っ
た
。
誘
客
に
つ
な
が
る
新
た

な
手
法
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

【
大
森
】
鉄
道
利
用
者
は
、
降

車
後
の
移
動
手
段
に
苦
心
す
る
。

Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
の
利
用
案
内
を

車
両
ド
ア
付
近
の
広
告
に
掲
載

し
、
詳
細
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
案

内
し
て
は
ど
う
か
。
観
光
客
が

訪
れ
る
店
舗
エ
リ
ア
が
拡
大
し
、

経
済
効
果
に
つ
な
が
る
は
ず
。

 【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
二
次
交

通
の
確
保
は
水
郡
線
の
利
用
促

進
に
な
る
。
一
か
月
の
広
告
掲

載
料
は
窓
上
部
１
万
９
千
円
，

ド
ア
横
で
３
万
４
千
円
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
進
め
、
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

【
大
森
】
乗
客
の
少
な
い
区
間

で
飲
食
を
推
奨
す
る
企
画
は
出

来
な
い
か
。
駅
弁
だ
け
で
な
く
、

女
性
向
け
に
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し

み
な
が
ら
車
窓
を
眺
め
る
区
間

を
設
定
し
、
販
売
の
補
助
員
と

し
て
、
水
郡
線
活
性
化
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
を
採
用
し
て

は
ど
う
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
人
目
を

気
に
せ
ず
飲
食
し
や
す
い
環
境

が
あ
り
、
全
国
の
事
例
を
ふ
ま

大子議会だより No.211　18

水
郡
線
利
用
促
進
へ
の
諸
案
を
問
う

廃
線
の
誤
認
を
解
き
活
性
に
努
め
る

大森勝夫 議員

一般質問

答 問

レールの響きが楽しい水郡線に乗りましょう



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
須
藤
】
多
く
の
組
織
や
団
体

が
町
や
教
育
委
員
会
に
後
援
申

請
を
行
っ
て
い
る
が
、
年
間
ど

の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
令
和
３
年
度
が

14
件
、
令
和
４
年
度
に
つ
い
て

は
16
件
で
あ
る
。

【
須
藤
】
毎
年
行
っ
て
い
る
行

事
で
も
毎
年
申
請
書
は
提
出
し

て
い
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
毎
年
同
じ
よ
う

な
形
で
申
請
を
し
て
も
ら
う
手

続
き
と
な
っ
て
い
る
。

【
須
藤
】
申
請
か
ら
決
定
（
承
認
、

不
承
認
）ま
で
、
ど
の
よ
う
な
流

れ
で
進
ん
で
い
く
の
か
。

い
に
も
う
少
し
話
を
詰
め
れ
ば
、

我
々
と
し
て
は
後
援
を
出
さ
な

い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
本
当

に
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
須
藤
】
水
郡
線
の
存
続
に
つ

い
て
、
こ
の
状
況
を
町
長
は
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、
町

長
の
決
意
と
い
う
か
、
思
い
を

伺
い
た
い
。

【
町
長
】
水
郡
線
に
つ
い
て
は

私
も
町
の
代
表
者
と
し
て
、
し

っ
か
り
と
水
郡
線
を
存
続
す
る
。

そ
し
て
町
の
発
展
の
た
め
の
大

切
な
公
共
交
通
と
し
て
守
っ
て

い
き
た
い
。

【
総
務
課
長
】
後
援
申
請
書
に
関

係
書
類
を
添
え
、
担
当
課
へ
提

出
し
、
町
に
お
い
て
は
大
子
町

後
援
名
義
等
使
用
に
関
す
る
承

認
基
準
、
教
育
委
員
会
に
お
い

て
は
大
子
町
教
育
委
員
会
の
共

催
ま
た
は
後
援
の
承
認
の
取
扱

い
要
綱
に
基
づ
き
、
主
催
者
の

事
業
内
容
に
つ
い
て
審
査
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
関
係
書
類
等

を
確
認
の
う
え
、
担
当
課
が
起

案
し
、
決
裁
に
よ
り
決
定
さ
れ

る
。

【
須
藤
】
基
準
に
沿
っ
て
後
援
す

る
と
い
う
こ
と
は
理
解
す
る
が
、

で
は
、
後
援
を
し
な
い
と
い
う

も
の
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。

【
総
務
課
長
】
公
序
良
俗
に
反

す
る
も
の
。
宗
教
的
又
は
政
治

的
活
動
に
関
す
る
も
の
。
営
利

を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
も

の
。
団
体
の
組
織
、
主
催
者
及

び
事
業
内
容
が
明
確
で
な
い
も

の
。
そ
の
他
適
当
で
な
い
も
の
。

こ
う
い
っ
た
も
の
が
理
由
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。

【
須
藤
】
今
年
の
７
月
17
日
に
大

子
町
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
設
立
55
周

年
記
念
・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
復
興

事
業
を
開
催
し
た
。
内
容
と
し
て

は
、
昨
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
須
崎
優
衣
選
手

を
招
聘
し
、
子
供
た
ち
に
レ
ス
リ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
行
う
と
と
も
に

関
係
者
全
員
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

開
催
し
た
。
昭
和
42
年
か
ら
数
え

て
55
周
年
の
節
目
の
年
、
事
業
を

実
施
す
る
に
当
た
り
後
援
名
義
申

請
を
行
っ
た
が
、
不
承
認
で
あ
っ

た
。
な
ぜ
不
承
認
な
の
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

　

今
回
の
行
事
内
容
を
見
た
中

で
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
の

説
明
と
記
念
植
樹
に
つ
い
て
の

許
可
が
取
れ
て
い
る
の
か
、
そ

う
い
っ
た
と
こ
ろ
の
確
認
を
お

願
い
し
、
回
答
を
求
め
て
い
た
。

し
か
し
回
答
が
な
い
ま
ま
大
会

を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。
教
育
委

員
会
と
し
て
は
不
承
認
扱
い
し

た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
認
識

で
い
る
。

 【
須
藤
】
申
請
を
し
た
会
長
は
、

町
職
員
か
ら
も
不
承
認
を
直
接

伝
え
ら
れ
た
と
言
っ
て
い
る
。

承
認
も
不
承
認
も
口
頭
で
な
く

通
知
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
理
由
も
は
っ
き
り
残
せ
る

と
思
う
が
如
何
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

　

問
い
合
わ
せ
た
２
点
に
つ
い
て

の
正
式
な
回
答
が
な
い
と
い
う
状

況
だ
っ
た
の
で
、
不
承
認
を
し
た

と
い
う
よ
う
な
考
え
で
は
な
い
。

【
須
藤
】
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
に
対

す
る
対
応
が
あ
ま
り
に
冷
た
す
ぎ

る
。
ほ
か
の
競
技
団
体
や
文
化
事

業
を
推
進
し
て
い
る
組
織
に
対
し

て
も
同
じ
よ
う
な
扱
い
を
し
て
い

る
の
か
、
非
常
に
心
配
で
あ
る
。

今
回
の
決
定
は
と
て
も
残
念
。
町

を
思
う
方
向
性
は
み
ん
な
同
じ
で

あ
る
。
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
支
援
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

【
町
長
】
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
に
関

し
て
一
言
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
内
容
に
関
し
て
の
修

正
を
お
願
い
し
た
中
で
、
お
互
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後
援
は
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
承
認
を

互
い
に
歩
み
よ
れ
ば
解
決
で
き
る

須藤　明 議員

一般質問

問答

水
郡
線
の
さ
ら
な
る

利
用
促
進
の
取
組
は存続が心配される水郡線



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
藤
田
】
大
子
町
役
場
跡
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
耐
震
化

施
設
、
防
災
倉
庫
、
防
災
ト
イ

レ
、
非
常
用
発
電
機
、
貯
水
槽

等
の
施
設
整
備
は
、
県
と
連
携

し
て
進
め
て
い
く
と
し
て
い

た
。
変
更
は
あ
る
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
県
と
協
議

し
な
が
ら
、
変
更
な
く
進
ん
で

い
る
。

【
藤
田
】
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
国
の
補
助
で
進
め
て
い
く

の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
国
、
県
が

防
災
道
の
駅
の
施
設
整
備
を

行
っ
て
い
く
。
町
と
し
て
は
、

町
の
持
つ
べ
き
機
能
の
整
備

の
負
担
を
し
て
い
く
。

【
藤
田
】
東
日
本
台
風
で
水
没

し
た
国
道
４
６
１
号
の
か
さ

上
げ
に
つ
い
て
の
変
更
は
あ

る
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
か
さ
上
げ

は
し
な
い
。

【
藤
田
】
か
さ
上
げ
を
し
な
い

理
由
を
伺
う
。

【
町
長
】
現
道
を
か
さ

上
げ
す
る
こ
と
に
よ

り
、
対
象
と
な
る
世

帯
が
多
い
、
湯
の
里

大
橋
や
役
場
の
端
を

め
ぐ
る
地
形
に
お
い

て
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

の
に
、
非
常
に
技
術

的
に
難
し
い
。
期
間

的
な
も
の
や
費
用
的

な
も
の
が
非
常
に
か

か
る
こ
と
が
原
因
で

あ
る
。

【
藤
田
】
役
場
周
辺

に
あ
る
施
設
等
の
解
体
、
移
設

に
つ
い
て
国
の
補
償
対
象
と
な

る
こ
と
が
分
か
る
の
は
い
つ
頃

か
。

【
財
政
課
長
】
県
か
ら
は
本
年

度
末
と
聞
い
て
い
る
。

【
藤
田
】
消
防
団
第
１
分
団
の

車
庫
、
泉
町
の
自
主
防
災
倉

庫
は
、
跡
地
に
あ
る
方
が
良

い
と
思
う
が
。

【
総
務
課
長
】
で
き
る
限
り
所

管
内
に
あ
る
事
、
再
度
の
浸

水
を
受
け
な
い
こ
と
等
、
選

定
に
係
る
検
討
を
し
て
い
る
。

【
藤
田
】
役
場
庁
舎
等
解
体
工

事
設
計
業
務
委
託
料
と
し
て
、

２
９
９
８
万
６
千
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
解
体
費
用
に

つ
い
て
伺
う
。

【
財
政
課
長
】
解
体
費
用
に
つ

い
て
は
把
握
で
き
て
い
な
い

が
相
当
の
金
額
を
予
定
し
て

い
る
。

【
藤
田
】
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
本
体
の
耐
用
年
数
を
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
10
年
位
と
製
造

メ
ー
カ
ー
か
ら
聞
い
て
い
る
。

故
障
し
た
ら
総
務
課
窓
口
で

交
換
し
て
い
る
。

【
藤
田
】
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
演
奏
所

が
、
浸
水
被
害
を
受
け
た
、
役

場
跡
地
に
本
設
に
な
る
の
か
等

大
子
ま
ち
な
か
ビ
ジ
ョ
ン
の
委

員
の
方
か
ら
意
見
や
要
望
は
な

か
っ
た
の
か
。

【
総
務
課
長
】
質
問
は
な
か
っ

た
。

【
藤
田
】
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
演
奏
所

を
委
託
し
て
い
る
ま
ち
の
研
究

室
の
方
か
ら
の
意
見
や
要
望
等

は
な
か
っ
た
の
か
。

【
総
務
課
長
】
役
場
跡
地
に
決

ま
っ
た
こ
と
は
共
有
し
て
理

解
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

【
藤
田
】
両
側
に
川
が
有
り
水

没
し
た
場
所
に
な
ぜ
本
設
す

る
の
か
他
に
適
切
な
場
所
が

あ
る
と
思
う
。
以
前
の
台
風

時
に
は
、
湯
の
里
大
橋
両
側

の
国
道
１
１
８
号
も
浸
水
し

た
経
緯
も
あ
る
。
停
電
時
の

対
応
を
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
の

局
舎
の
非
常
電
源
等
に
つ
い

て
は
、
設
計
段
階
で
は
な
い
。

新
庁
舎
よ
り
、
防
災
担
当
か

ら
ラ
ジ
オ
を
使
っ
て
放
送
は

可
能
で
あ
る
。
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国
補
償
と
な
る
解
体
費
用
決
定
は

本
年
度
末
と
聞
い
て
い
る

藤田　稔 議員

一般質問

答 問

Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
本
設
に

関
し
て
の
協
議
は

ＦＭだいご演奏所の本設については、再度検 討が必要
だ！



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
齋
藤
】
令
和
元
年
東
日
本
台

風
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
出

た
大
子
町
で
は
、
大
子
ま
ち

な
か
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
防

災
に
強
い
町
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。
現
在
の
進
ち
ょ
く

状
況
と
今
後
の
予
定
を
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
大
子
ま

ち
な
か
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
国
、
県
と
連
携
し
各
種
事

業
を
進
め
て
い
る
。
ま
ず
、
防

災
拠
点
の
一
つ
と
な
る
役
場
新

庁
舎
が
完
成
し
た
ほ
か
、
久
慈

川
の
治
水
対
策
や
湯
の
里
大
橋

の
耐
震
補
強
な
ど
、
順
次
、
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

く
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
久
慈
川

漁
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
、
計
画
を
進

め
て
い
く
。

【
齋
藤
】
こ
の
秋
か
ら
始
ま
る

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
大
型

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
茨
城
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
伴
い
、
大
子
町
で

は
大
子
お
や
き
学
校
で
の
キ

ャ
ン
プ
場
整
備
が
進
め
ら
れ

る
が
、
今
後
の
計
画
は
。

【
観
光
商
工
課
課
長
】
大
子
お

や
き
学
校
は
、
昨
年
度
か
ら
大

子
町
振
興
公
社
に
経
営
を
お
願

い
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
中

で
施
設
を
も
う
一
度
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
形
で
、
職
員
の
皆
様

も
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
今
回
こ

の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
整
備

を
進
め
、
槙
野
地
地
区
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
地
元

の
方
に
は
、
じ
っ
く
り
説
明
を

し
て
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上

で
進
め
て
い
く
。

後
、
引
き
続
き
久
慈
川
の
治
水

対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
庁

舎
跡
地
で
の
新
た
な
防
災
・
観

光
拠
点
の
整
備
に
向
け
、
防
災

道
の
駅
や
観
光
交
流
施
設
イ
ベ

ン
ト
広
場
の
ほ
か
、
排
水
施
設

や
Ｆ
Ｍ
大
子
の
移
設
な
ど
、
各

施
設
の
具
体
的
な
検
討
を
進
め

る
。

【
建
設
課
長
】
久
慈
川
緊
急
治

水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
は
、下
野
宮
か
ら
西
金
ま
で
、

河
川
改
修
や
松
沼
橋
の
架
け
替

え
が
進
め
ら
れ
て
い
て
、
堤
防

整
備
は
お
お
む
ね
８
割
強
が
完

了
し
て
い
る
。

【
齋
藤
】
久
慈
川
治
水
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
押
川
堤

防
整
備
が
Ｊ
Ｒ
陸
橋
ま
で
と

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り

上
流
で
の
堤
防
整
備
は
あ
る

の
か
。

【
建
設
課
長
】
上
流
部
は
県
の

河
川
管
理
で
あ
り
、
引
き
続
き

防
災
減
災
の
観
点
か
ら
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

【
齋
藤
】
東
日
本
台
風
災
害
に

よ
り
、
発
足
し
た
国
や
県
の

有
識
者
に
よ
る
大
子
ま
ち
な

か
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
協
議
会
に

よ
り
、
大
子
町
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

大
子
町
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
て
よ
い
の
で
は
。

【
町
長
】
今
、
町
の
チ
ャ
ン
ス

の
時
間
帯
と
な
っ
て
い
る
と
思

う
。
い
ろ
い
ろ
な
Ｖ
字
回
復
を

見
せ
ら
れ
る
い
い
機
会
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
。
国
の
有
識
者

の
方
が
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い

る
こ
と
は
、
国
の
予
算
が
し
っ

か
り
動
い
て
く
れ
て
い
る
裏
づ

け
か
と
思
う
。
こ
こ
数
年
で
、

何
と
か
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
し

っ
か
り
物
に
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

【
齋
藤
】
今
回
、
新
た
な
防
災

道
の
駅
計
画
で
、
国
道
４
６
１

号
は
現
道
の
ま
ま
で
、
新
し
く

堤
防
沿
い
に
か
さ
上
げ
後
、
迂

回
道
路
計
画
が
あ
る
が
、
以
前

よ
り
計
画
さ
れ
て
い
る
観
光
や

な
場
に
つ
い
て
は
ど
の
様
に
整

備
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
観
光
や
な

場
の
設
置
箇
所
は
、
湯
の
里
公

園
付
近
を
候
補
と
し
て
き
た
。

今
回
、
防
災
道
の
駅
整
備
に
お

い
て
、
そ
の
付
近
に
か
さ
上
げ

し
た
上
で
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備

が
計
画
さ
れ
て
い
て
、
進
ち
ょ
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防
災
道
の
駅
は
復
興
起
爆
剤
と
な
る
か

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
Ｖ
字
回
復
を
図
る

齋藤忠一 議員

一般質問

問答

観
光
や
な
場
、
設

置
の
見
通
し
は

水
郡
線
の
利
用
促
進

を
図
る
べ
き
で
は

掛け替え予定の松沼橋



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
川
井
】
大
子
駅
に
隣
接
し
た

Ｊ
Ｒ
の
土
地
に
レ
ト
ロ
な
列
車

を
利
用
し
た
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト

ラ
ン
、
寝
台
車
を
宿
泊
施
設
と

し
て
利
用
す
る
等
、
全
国
の
鉄

道
フ
ァ
ン
が
集
う
施
設
の
構
築

を
進
め
る
事
で
そ
こ
が
目
的
地

と
な
っ
て
町
の
中
に
人
が
流

れ
、
鉄
道
と
商
店
街
が
一
体
化

し
た
よ
う
な
経
済
効
果
が
生
ま

れ
る
。
水
郡
線
の
真
ん
中
に
あ

る
大
子
駅
に
核
と
な
る
施
設
を

Ｊ
Ｒ
と
と
も
に
構
築
す
る
考
え

は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
施
設
の

整
備
は
建
設
費
用
の
他
展
示

車
両
の
確
保
等
課
題
も
多
い
。

貴
重
な
車
両
の
展
示
会
等
、

既
存
の
資
源
を
活
用
し
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
、
鉄

道
フ
ァ
ン
の
方
に
来
て
も
ら

え
る
よ
う
な
、
鉄
道
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
等
を
通
し
て
今
後

水
郡
線
利
用
促
進
の
事
例
な

ど
を
参
考
と
し
な
が
ら
研
究

し
て
い
く
。

【
川
井
】
水
郡
線
利
用
促
進

と
し
て
実
現
可
能
な
鉄
道
系

の
謎
解
き
ゲ
ー
ム
の
開
催
を

提
案
す
る
。
イ
ン
パ
ク
ト
を

上
げ
る
た
め
謎
ト
レ
や
謎
解

き
で
有
名
な
松
丸
君
、
俳
優

の
佐
藤
健
さ
ん
に
出
演
し
て

も
ら
え
ば
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も

注
目
さ
れ
全
国
的
に
も
注
目

を
集
め
る
。
経
済
効
果
と
し

て
は
計
り
知
れ
な
い
可
能
性

が
あ
る
と
思
う
が
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
謎
解

き
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
過

去
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
沿
線
自
治
体
で
協

議
の
場
が
今
後
設
け
ら
れ
る
の

で
こ
の
謎
解
き
ゲ
ー
ム
等
を
提

案
し
、
沿
線
自
治
体
全
体
で
取

組
み
が
で
き
る
か
提
案
し
て
い

く
。

【
川
井
】
国
交
省
の
有
識
者
会

議
で
は
な
ぜ
地
域
に
鉄
道
が

必
要
か
、
理
由
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
今
後
論
点
に
な
る

と
い
う
認
識
も
示
さ
れ
た
。
ど

の
時
点
で
水
郡
線
の
廃
止
協

議
が
始
ま
る
か
油
断
は
で
き

な
い
。
水
郡
線
の
必
要
性
を

あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
訴
え
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　

県
が
策
定
し
た
茨
城
県
広

域
避
難
計
画
で
は
鉄
道
も
重

要
な
非
難
の
手
段
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
水
郡
線
の
未
来

は
地
域
沿
線
住
民
の
安
心
・
安

全
を
含
め
た
議
論
が
必
要
で

あ
る
。

　

日
常
的
に
は
学
校
の
授
業

の
一
環
で
水
郡
線
が
利
用
さ

れ
、
職
員
が
定
期
的
に
通
勤

や
出
張
で
利
用
す
る
。
週
末

に
な
れ
ば
観
光
鉄
道
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
列
車
が
運
行
さ
れ
、

様
々
な
企
画
を
楽
し
む
人
た

ち
が
利
用
す
る
。
い
ざ
と
な

れ
ば
避
難
の
た
め
の
手
段
と

し
て
運
行
す
る
。
水
郡
線
沿

線
自
治
体
一
体
と
な
っ
て
取

組
む
こ
と
が
水
郡
線
の
未
来

に
つ
な
が
る
と
思
う
。
町
長

の
水
郡
線
の
未
来
に
つ
い
て

の
所
感
を
伺
う
。

【
町
長
】
水
郡
線
利
用
促
進
に

関
し
、
既
に
沿
線
各
首
長
間

で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

茨
城
県
と
し
て
も
し
っ
か
り

取
組
ん
で
い
く
と
い
う
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

福
島
県
側
の
意
見
を
よ
く
聞

い
た
上
で
、
し
っ
か
り
と
し

た
促
進
論
を
詰
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
予
想
で
は
あ
る

が
お
伝
え
し
て
お
く
。

【
川
井
】
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
組
の
現
状
を
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
今
年
度

は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
２
回

以
上
開
催
す
る
事
を
目
標
と
し

て
い
る
。
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
醸

成
で
き
る
よ
う
、
現
在
準
備
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
外
向
け
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
整
備
を
今
現

在
予
定
し
て
い
る
。
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水
郡
線
の
未
来
に
つ
い
て

廃
止
路
線
と
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い

川井正人 議員

一般質問

答 問

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
組
の
現
状
は

水郡線の未来は



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
菊
池
】
中
小
企
業
者
支
援
金

は
、
コ
ロ
ナ
禍
、
燃
料
費
・
原

料
価
格
の
高
騰
な
ど
複
雑
な
事

業
環
境
下
に
お
い
て
、
前
向
き

に
事
業
に
取
組
む
町
内
事
業
者

に
対
し
、
支
給
す
る
と
な
っ
て

い
る
が
、
支
給
要
件
や
申
請
書

類
が
多
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
個

人
事
業
主
に
５
千
円
、
法
人
に

１
万
円
で
あ
る
。
更
に
、
申
請

要
件
や
申
請
時
に
必
要
な
書
類

が
多
い
。し
か
も
有
料
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
書
類
を
用
意
す
る
だ

け
で
も
多
く
の
労
力
と
お
金
が

か
か
る
。
だ
か
ら
申
請
し
な
い

事
業
者
が
た
く
さ
ん
い
る
の
が

用
ま
で
の
経
過
は
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

　

令
和
２
年
４
月
１
日
に
採
用

し
、
令
和
３
年
度
、
４
年
度
と

更
新
し
た
。
候
補
者
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
中
か
ら
面
接
に

よ
り
採
用
し
た
。

【
菊
池
】
教
育
長
の
任
命
責
任

を
伺
う
。

【
教
育
長
】
今
回
の
事
案
は
、

真
に
遺
憾
で
あ
り
大
変
重
く
受

け
止
め
て
い
る
。
公
務
員
と
し

て
の
使
命
を
自
覚
し
な
お
す
と

と
も
に
、
綱
紀
粛
正
を
図
り
、

よ
り
一
層
の
指
導
を
す
る
。
定

期
的
な
管
理
職
の
面
談
を
増
や

し
、
業
務
の
進
ち
ょ
く
状
況
の

把
握
や
職
員
の
メ
ン
タ
ル
面
の

管
理
を
し
て
い
く
。

【
菊
池
】
会
計
年
度
職
員
は
、

募
集
を
行
い
、
選
考
し
て
い
る

が
、
総
務
課
は
ど
う
処
理
し
て

い
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
会
計
年
度
職
員

登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

履
歴
事
項
等
を
確
認
後
、
面
接

試
験
を
実
施
し
て
い
る
。

現
実
で
あ
る
。
町
は
、
こ
の
状

況
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
必
要
要
件

は
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
緩
和

し
て
い
る
。
申
請
書
類
の
簡
素

化
、
審
査
の
効
率
化
を
図
っ
て

い
る
。
10
月
末
ま
で
の
申
請
期

間
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実

施
す
る
。

【
菊
池
】
こ
の
金
額
は
、
個
人

事
業
主
や
中
小
事
業
者
が
実
施

す
る
申
請
か
ら
支
援
金
の
受
領

ま
で
の
手
間
や
経
費
に
合
う
も

の
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
金
額
は
、

し
あ
わ
せ
プ
ラ
ス
商
品
券
の
１

人
当
た
り
の
額
を
補
助
額
に
、

ま
た
、
法
人
は
倍
と
考
え
た
。

【
町
長
】
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ス
商

品
券
と
一
体
的
に
見
て
ほ
し

い
。

【
菊
池
】
バ
ス
ツ
ア
ー
へ
行
こ

う
補
助
金
は
、
日
帰
り
旅
行
１

人
当
た
り
１
回
１
万
５
千
円
で

あ
る
。
そ
れ
に
加
え
参
加
費
３

千
円
の
合
計
１
万
８
千
円
の
日

帰
り
旅
行
と
な
っ
て
い
る
。
昨

年
の
参
加
者
は
延
べ
６
百

人
程
度
で
、
２
回
、
３
回

と
参
加
し
た
町
民
も
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
最
新

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
た

が
、
日
帰
り
旅
行
は
８
千

円
か
ら
１
万
３
千
円
程
度

で
あ
る
。
町
補
助
金
の
額

の
算
出
根
拠
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
町
内

の
交
通
事
業
者
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
決
定
し
た
。

【
菊
池
】
更
に
補
助
金
百

万
円
を
追
加
し
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
予
約
受
付

等
の
人
件
費
、
印
刷
費
、
広
告

宣
伝
費
、
消
耗
品
費
、
通
信
費

当
事
務
費
で
あ
る
。
バ
ス
ツ
ア

ー
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の

経
費
で
あ
る
。

【
菊
池
】
こ
の
補
助
金
と
最
初

の
コ
ロ
ナ
支
援
金
を
比
較
し

た
ら
、
ど
の
よ
う
な
事
業
者

で
も
、
事
業
に
は
申
請
等
の

事
務
費
に
は
大
き
な
経
費
が

か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
わ
か
る
は
ず
。
こ
の
不
合

理
に
納
得
で
き
な
い
の
で
今

回
は
こ
の
質
問
を
し
た
。

【
菊
池
】
会
計
年
度
任
用
職
員

が
自
宅
で
乾
燥
大
麻
を
所
持
し

た
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
が
、
採
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事
業
者
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
支
援
金
が
少
な
い
が

支
給
要
件
の
緩
和
で
対
応

菊池富也 議員

一般質問

問答

町
職
員
の
大
麻
所
持
に

よ
る
逮
捕
の
責
任
は

格安の日帰りツアーの案内
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私
の
母
は
、
看
護
師
を
し

て
い
ま
す
。
看
護
師
を
し
て

い
る
母
の
後
ろ
姿
を
見
て
、

小
学
生
の
時
に
、
看
護
師

に
な
る
夢
を
も
ち
ま
し
た
。

　

小
学
校
４
年
生
頃
、
高

祖
母
の
体
調
が
あ
ま
り
良

く
な
い
時
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
母
が
手
馴
れ
た

手
つ
き
で
点
滴
を
つ
な
ぐ

所
や
、「
お
ば
あ
さ
ん
、
大

丈
夫
か
。」
と
声
を
か
け
て

わ
く
わ
く

―
大
子
っ
子
の
夢
、
応
援
し
て
い
ま
す
―

わわわ
くくくくくわ

た
し
の
夢

い
る
姿
を
見
て
、「
看
護
師

と
い
う
職
業
は
こ
ん
な
に

も
か
っ
こ
よ
く
て
素
晴
ら

し
い
の
だ
。」
と
い
う
思
い

を
も
ち
、
看
護
師
に
な
り

た
い
と
い
う
夢
を
叶
え
た

い
と
本
気
で
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

私
に
は
兄
と
姉
が
い
ま

す
。
二
人
と
も
看
護
師
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
兄
は
今
、

看
護
学
生
で
、
日
々
実
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
そ

ん
な
兄
を
見
習
っ

て
私
も
高
校
進
学

を
目
指
し
て
頑
張

り
、
夢
へ
の
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
す
。

南中学校３年
菊
き く ち

池　愛
な る み

海さん

　

町
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問

の
様
子
を
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
で
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
放
送
の

ほ
か
録
音
放
送
も
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
お
聴
き
く
だ

さ
い
。

　

放
送
日
や
時
間
な
ど
は
Ｆ
Ｍ

放
送
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
８
月
22
日
に
発
行

し
た
「
だ
い
ご
議
会
だ
よ
り
№ 

２
１
０
号
」
で
、
子
ど
も
議
会

交
付
金
事
業
の
活
動
計
画
と
投

票
の
一
覧
（
Ｐ
21
）
中
、
南
中

学
校
の
藤
井
琉
稀
議
員
の
氏
名

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
申
し
上
げ
左
記
の
と
お
り
訂

正
し
ま
す
。

　

誤　
　

藤
田　

琉
稀　

議
員

　
　
　
　
　

←

　

正
　
　
藤
井
　
琉
稀
　
議
員

▽
11
月
16
日（
水
）　
開
　
　
会

▽
11
月
17
日（
木
）〜
20
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
休
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
自
宅
審
議

▽
　
　
21
日（
月
）　
一
般
質
問

▽
　
　
22
日（
火
）　
一
般
質
問

▽
　
　
23
日（
水
）　
休
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
自
宅
審
議

▽
　
　
24
日（
木
）　
一
般
質
問

▽
　
　
25
日（
金
）　
逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　
閉
　
　
会

※
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

委
員
長　

福　

田　

祥　

江

副
委
員
長　

須　

藤　
　
　

明

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

剛

委　
　

員　

川　

井　

正　

人

委　
　

員　

金　

澤　

眞　

人

委　
　

員　

菊　

池　

靖　

一

　

第
４
回
定
例
会
は
12
月
に
町

長
選
挙
が
あ
る
た
め
、
11
月
に

開
催
す
る
予
定
で
す
。

掲
載
内
容
の
誤
り
に
つ
い
て

　

新
庁
舎
が
供
用
開
始
さ

れ
、
街
の
魅
力
の
発
信
地

が
再
生
し
た
こ
と
は
大
い

に
プ
ラ
ス
と
な
り
大
子
町

に
と
っ
て
新
た
な
歴
史
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
な
か
ビ
ジ
ョ
ン
と

い
う
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
り
、
町
内
中
心
市
街
地

の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
環

境
整
備
を
国
や
県
と
調
整

を
行
い
今
後
の
町
の
発
展

を
確
実
な
も
の
に
す
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
数
年
が
大

き
な
転
機
と
な
り
チ
ャ
ン

ス
を
迎
え
ま
す
。

　

時
代
に
合
わ
せ
た
、
町
民

の
夢
と
希
望
を
増
幅
す
る
取

り
組
み
が
眼
前
で
進
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
議
員
は
、
町

民
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
捉

え
、
持
続
的
か
つ
効
果
的
な

事
業
推
進
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。

（
飯
村　

剛
）

あ
と
が
き

11
月
定
例
会
開
催
予
定

大
子
町
議
会
広
報
委
員
会

Ｆ
Ｍ
放
送
の
お
知
ら
せ


